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What is JSA?
 ⼀般社団法⼈ ⽇本船主協会（The Japanese Shipowners’ Association (JSA)）
1947年設⽴、100総トン以上の船舶を保有するオーナー、⽤船者およびオペレーターから構成。
 会員企業︓ 128社 (2023年2⽉1⽇現在）

ICSやASAとの緊密に連携し、国際的および地域的な海運に係る議論へ積極的に関与。

シップリサイクルはJSAの主要課題の⼀つ

⽇本は海運⽴国であり、造船⽴国。
当協会は IMO での議論に積極的に関与するとともに、
⽇本政府と密接に連携。 環境適合型シップリサイクルの

推進に⻑年積極的に取り組んできた。

＊2020年には「グリーンシップリサイクルの推進」に係る
⽇本船舶海洋学会「社会貢献賞」を受賞

<アジアは主要船主／造船／解撤国が集積>

ASA (アジア船主協会)
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Footprint of the JSA: Seeing is Believing
2009 2022

2009年︓⾹港条約採択

2010年︓⽇本において実証実験を実施 JSA︓幾度に渡り中国、インド、
バングラデシュを訪問 2019年︓インド政府HKC批准

2019年︓IMOで
シップリサイクルセミナー開催

2019年︓⽇本政府HKC批准
2022年︓国交相に対しバングラデシュ

⽀援レターを発出

2022年︓国交省主催バングラ
デシュシップリサイクルヤード
モニタリング事業に参画
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環境保護に係る最近の動向
環境保全に関するニュースを⽿にしない⽇はない。

多くの先進国においては環境保全は最重要課題（ファースト
プライオリティ）であり、政府や企業においても重要課題の
⼀つとして取り上げられている。

最近では環境保全は企業の社会的責任としても捉えられて
おり、様々な業界・企業において対策が取られている。

海運業界においても環境保全に向けた取り組みを進めており、
当協会も2021年10⽉に「2050年GHGネットゼロへの挑
戦」を発表〜2025年以降は年間約100隻の代替が⾒込ま
れ、建造投資規模は毎年約1兆円規模と予測。
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シップリサイクル＝
「循環型経済」の起点＋GHG削減に寄与

持続可能な世界の実現には「経済の循環」が不可⽋。最近で
はサーキュレーエコノミー（循環型経済）という⾔葉が盛んに
使われている。

シップリサイクルは船を解体し再製鉄を再利⽤する、と⾔う点
からも「循環型経済」の起点。再製鉄の利⽤は⼆酸化炭素量
の低減に繋がることから、ブルームバーグは今後再製鉄への需
要が⾼まることを予測しており、「10兆ドルの機会」を⽣み出す
可能性についても⽰唆。

物理的な循環（Circulation）に加え、環境保全を⾏う
「責任」のリレー（循環／Circulation）も存在すると考える。
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シップリサイクル時における相互関係

船主

ヤード事業者／
労働者 政府機関

【船主の役割】＊HKC発効時の想定
・ 環境適合型ヤードの選定
・ インベントリーの準備／整備
・ タンク洗浄の実施 etc..
【リサイクルヤード事業者／従業員の役割】
・ 環境汚染回避（HKC条約適合ヤードの整備・運営及び
作業員の安全環境訓練の実施等）

・ シップリサイクルプランに基づく適格な業務遂⾏ etc..
【政府機関の役割】
・ 環境安全諸規則の整備
・ シップリサイクルヤードおよびシップリサイクルプランの認定
・ 環境適合型ヤードの整備⽀援
・ 国際統⼀ルールの導⼊（⾹港条約）
・ インベントリーの確認／各種証明書の発⾏
・ PSC検査の実施 etc..
【NGO等の役割】
・ 企業価値の評価
・ 各種動向の監視 etc..
⇒実際は、、︖

相互連携

NGO/
投資家/世論・世間
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今⽇ここにお集まりの⽅々はシップリサイクルの主要関係者。

シップリサイクルを取りまく関係者の相互連携（Joint Work）
を推進・強化すること。

関係者の共有課題（環境適合型シップリサイクルの促進）
に注⼒すること。

競争条件均衡化によって関係各業界あげて実現を図っていくこと。

地球規模の環境保全には⾹港条約発効による競争条件均衡化が不可⽋。
これからも世界の環境適合型シップリサイクルをオールジャパンでリード︕

私たちの役割は、、︖
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今後解撤需要の急増が⾒込まれる
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コロナウイルス蔓延から学んだ事
主要解撤国で何が起こったか
Q1 of 2020:
☑ フライトのキャンセル ☑ 船員交代の不可
☑ クルーの移動制限 ☑ ヤードの⼀時閉鎖

Q2 – Q3 of 2020:
リサイクルヤードが徐々に活動を再開

Q4 of 2020~: 通常業務へ移⾏
・感染予防対策の実施（右側写真ご参照）
・新型コロナウイルス感染症の感染状況の確認

様々な問題や
障害が発生

ヤード従業員の体温チェック

ソーシャルディスタンスの確保
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コロナウイルス蔓延から学んだ事
複数国にGreen Yardの整備を︕

環境適合への
社会的責任の⾼まり

リスクヘッジ／
カントリーリスクの回避

複数国に
Greenヤード
の整備を︕

HKC条約要件
充⾜ヤードの拡充
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香港条約の早期発効はMUST!!
新型コロナウイルス感染症パンデミックでの経験を踏まえ、世界統⼀基準である
⾹港条約をグロ－バルスタンダードとして発効させることの重要性を再確認︕
競争条件（Level Playing Field）の均衡化をもたらすことにも繋がる︕

1. 安全・環境の単⼀グローバルスタンダード
⇒ 世界中のリサイクルヤードにおけるHSE（Health, Safety, and Environment）向上に寄与

2. CSR指標の単⼀グローバルスタンダード
⇒船舶をリサイクルする船会社の企業価値向上に寄与

3. 偏った情報を防ぐための単⼀グローバルスタンダード
⇒ シップリサイクルに関する偏⾒・偽りのない正確な情報の展開と合意された規制の実施に寄与

また、⾹港条約が発効することにより環境型適合ヤードがまんべんなく
“Geographically-Balanced”に整備されることにも繋がる
それにより、リサイクルヤードまでの距離の短縮＋燃料消費の軽減
 “環境ダメージの軽減にも寄与!”
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(A) 認定ヤードへのアップグレード活動の後退

(B) サブスタンダードヤードの乱⽴

(C) 認競争条件の⾮均衡化（Non-level playing field）
優先的な解撤船の確保が出来ず、ヤード事業者が改善活動を
⾏う意欲を失う可能性

(D) 現実性に乏しい過剰改善要求が混乱をもたらす可能性

香港条約の未発効がもたらす深刻な問題
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関係者⼀体型の関与
(All Japan Joint Works)

Green RecyclingへのJSAの積極的な取り組み
- 2012年以降インドやバングラデシュへの頻繁な訪問団の派遣
- アラン地区事業者／グジャラード州政府事業者との定期的な3者会
合やバングラデシュへの訪問団の派遣、⽇本・インド両政府間協議へ
の参加

- ⽇本政府, ClassNK, IndustriALL／基幹労連を交えた他国に
類を⾒ない官労使⼀体型活動。

アラン地区訪問時

アラン地区のヤード従業員に向け訓練に必要な備品を寄附

※ Japan Federation of Basic Industry Worker's Union

All Japanの取り組みの継続
(⽇本政府/ClassNK/JBU* /JSA)
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官労使⼀体型活動がもたらした成果
HKC SoCヤード数の増加

2012 Zero
Jan 2012

2013 Zero

インド

バングラデシュ
2022 1ヤード ＋ α

104ヤード2022 (As of Oct. 2022)

Feb 2020
当協会がヤードの改善を粘り
強く要望したこともあり、インド
は着実にSoCヤード数を
増加、その結果
⾹港条約を2019年に批准︕

TSDFの整備が今後の
Key Agenda︕

PHPがClassNKのSoCを取
得。SN Corporationは2020
年9⽉にIRSのSoCを取得。

2022



ClassNKの功績
☑ 世界初となるHKC認証制度の導⼊
☑ インドにおけるヤード改善Consultationの実施

評価⽅式確⽴の為の実証船をJSA加盟船社が提供
＝枠組み構築に向けたJoint Work／Mile Stone
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Norway
2013

Panama
2016

Japan
2019

India
2019

インドの批准＝重要な転換点
インド亜⼤陸からの批准第⼀号。
これにより締約国数要件をクリア

ノルウェー︓批准第1号

JSAはパナマ政府に対し⾹港条約の批准
を強く要望、2012年に⼤統領がJSAを訪
問した際やパナマ関係⼤⾂への陳情活動
も実施。

Turning Point＝2023
ノルウェー、パナマ、⽇本、インドの⾹港条約の批准

Bangladesh
2023

China
2023
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Time Limit is Coming Soon,,,

2023
Bangladesh
China

2024
Bangladesh
China
Pakistan

条約発効の充⾜要件は、、、
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⾹港条約の発効に向けて:
バングラデシュ・中国に対するアクションプラン
LOOK, BANGLADESH!!
 バングラデシュは 2023年に⾹港条約を批准することを⽬指しているものの、現地でのヤード改善を加速する
には、他国からの財政的およびIMO、ノルウェー政府およびバングラデシュ政府によるSENSREC（Safe and
Environmentally Sound Ship Recycling in Bangladesh）の様な技術的⽀援が必要。

 オペレーションレベルの向上やTSDF（産業廃棄物処理施設）の
設置を含む施設改善に向けた⽇本政府による更なる関与を期待︕

 2023年に単独で⾹港条約を発効可能な国は中国のみ︕
 世界中の関係者は、中国が⾹港条約を世界の環境リーダーとして批准することを強く期待

LOOK, CHINA!!!

これら2か国が⾹港条約を批准する様な動機付けを
IMO、条約締約国および主要な船主国が⾏うことを期待
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<JSA’s Actions>
バングラデシュ訪問団を春に派遣予定。現地のリサイクルヤード訪問の他、BSBA
（Bangladesh Ship Breakers’ Association）や政府関係者との対話を計画

バングラデシュによる⾹港条約早期批准要請およびグリーンヤードの充⾜に向け、インド
での成功体験やそれに伴うノウハウをバングラデシュのリサイクルヤード事業者に対し移植
すること

バングラデシュのHKC SoCヤードに向け船舶を送ることをメンバー船社に対し強く推奨︕

Going Forward: Our Follow-up Actions
<Our Actions>
⾹港条約発効実現を最重要課題と認識されるよう、全ての関係者に働きかけること
HKC SoCの取得済及びSoC申請中ヤードの優先的利⽤促進（売船契約時にヤード
利⽤に関する挿⼊条項を⼊れることを推奨）

ヤード事業者の⾃主的改善に向けた動機付けとなる
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シップリサイクルの未来
 ⾹港条約の発効︕︕（202?年発効）
世界で最も危険な産業
⇒安全・安⼼を担保した世界環境保全へ貢献する産業へ︕

 再⽣鉄への需要の⾼まり
⇒今後⽇本において外航船のリサイクルされるようになる可能性も︖

その未来の実現には、、
 忘れてならないのは関係者間でのJoint Work︕
 美しい環境をNext Generationへリレーしていくには、関係者⼀同と
なったActionを確実に実施していくことが必要。環境保全を⾏う「責任」
のリレー／Circulationを今こそ強化を︕


